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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
地
元
出
身
力
士
で
あ
り
ま
す
豪
風
関
の

県
民
栄
誉
章
受
章
や
、
第
65
回
全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会
に
お

い
て
の
秋
田
北
鷹
高
校
ス
キ
ー
部
女
子
の
総
合
優
勝
の
ほ
か
、

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
未
開
通
部
分
の
う
ち
、
大
館

市
の
二
井
田
真
中
Ｉ
Ｃ
か
ら
鷹
巣
Ｉ
Ｃ
間
の
完
成
に
よ
り
、

当
地
域
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
高
速
交
通
道
路
網
へ
の
接
続

を
果
た
す
な
ど
、
大
き
な
感
動
と
希
望
が
生
ま
れ
た
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　
市
政
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
第
二
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー

ト
し
、
そ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
定
め
る
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
は
「
産
業
振
興
に
よ
る

仕
事
づ
く
り
」「
移
住
定
住
」「
少
子
化
対
策
」「
新
た
な
地
域
社

会
の
形
成
」
の
４
つ
を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
具
体
的
な
事
業

の
実
施
と
数
値
目
標
に
よ
る
進
捗
管
理
に
よ
り
、
地
方
創
生

に
向
け
た
施
策
を
重
層
的
に
取
り
組
み
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
４
月
に
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
核
と
な

り
ま
す
「
北
秋
田
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ 
コ
ム
コ
ム
」
が

オ
ー
プ
ン
し
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
利
用
の
も
と
、
９

月
に
は
来
館
者
10
万
人
を
達
成
す
る
な
ど
、
予
想
を
上
回
る

大
き
な
人
の
流
れ
を
創
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
そ

の
人
の
流
れ
を
取
り
込
む
べ
く
、
市
内
各
地
で
は
、
地
域
の

皆
様
に
よ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
中
心
市
街
地

や
観
光
地
で
の
新
た
な
賑
わ
い
と
、
魅
力
の
創
出
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
明
る
い
話
題
が
出
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
観
光
面
に
お
き
ま
し
て
も
、
森
吉
山
を
中
心
と

し
た
観
光
振
興
が
順
調
に
進
み
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
が

目
に
見
え
て
増
加
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
空
路
・
鉄
路
・
道
路
の
３
つ
の
高
速
交
通
体
系

が
確
立
さ
れ
た
恵
ま
れ
た
イ
ン
フ
ラ
と
、
北
東
北
の
中
心
と

い
う
地
理
的
環
境
の
も
と
、
新
た
な
企
業
進
出
や
物
流
量
の

増
加
、
そ
し
て
、
広
域
周
遊
観
光
ル
ー
ト
の
形
成
に
よ
る
観

光
客
の
増
加
な
ど
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
の
で
、
第
二
次
総
合
計
画
の
将
来
都
市
像
に
定
め
る
「
住

民
が
主
役
の
　
も
り
　
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
こ
れ
ら

の
様
々
な
取
り
組
み
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
し
っ
か

り
と
地
域
の
創
生
や
活
性
化
に
結
び
付
け
る
加
速
の
一
年
と

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
急
ス
ピ
ー
ド
で
進
む
中
、
地

域
社
会
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
化
し
、
様
々
な
地
域
課
題
が

顕
著
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
住
み
や
す
い
ま
ち
、
住
ん

で
み
た
い
と
思
え
る
魅
力
的
な
ま
ち
を
市
民
の
皆
様
と
一
緒

に
な
っ
て
創
り
あ
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
市
政
に
対
し
ま
し
て
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
、
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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今

年

は

酉

年

と   

り

　
　
　
年
は
十
二
支
の
10
番
目
の

　
　
　
年
で
、
方
角
や
時
刻
を
表

す
語
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
酉
」
は
西
の
方
角
、「
酉
の
刻
」

は
午
後
６
時
を
中
心
と
す
る
約
２

時
間
を
指
し
ま
す
。
後
に
、
庶
民

に
十
二
支
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
、

「
酉
」
に
わ
か
り
や
す
い
動
物
の

「
鶏
」
を
当
て
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
鶏
が
選
ば
れ
た
理
由
は

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
江
戸
時
代
以
来
、
東
京
で
は
11

月
の
酉
の
日
に
、
酉
の
市
の
名
で

知
ら
れ
る
鷲
神
社
の
祭
礼
が
行
わ

れ
、
幸
運
や
富
を
掻
き
寄
せ
る
と

い
う
熊
手
が
売
ら
れ
て
に
ぎ
わ
い

ま
す
。

　
　
　
は
キ
ジ
目
キ
ジ
科
の
鳥
。

　
　
　
原
種
は
東
南
ア
ジ
ア
の
密

林
に
す
む
赤
色
野
鶏
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
農
耕
の
開
始
と
と
も
に

家
き
ん
と
し
て
飼
養
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
弥
生
時
代
に
は
す
で
に

日
本
に
渡
来
し
て
い
ま
し
た
。
以

後
、
用
途
に
応
じ
た
改
良
が
な
さ

れ
、
採
卵
用
の
白
色
レ
グ
ホ
ン
、

食
肉
用
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
・
名
古
屋

種
、
闘
鶏
用
の
シ
ャ
モ
、
観
賞
用

の
オ
ナ
ガ
ド
リ
・
チ
ャ
ボ
な
ど
、

多
く
の
品
種
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
本
市
の
特
産
品
で
も
あ
る
比
内

地
鶏
は
、
国
の
天
然
記
念
物
で
あ

る
比
内
鶏
の
雄
と
ア
メ
リ
カ
原
産

の
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
レ
ッ
ド
種

の
雌
の
交
配
種
で
、
大
館
市
比
内

町
の
生
産
者
と
県
畜
産
試
験
場
が

品
種
改
良
を
繰
り
返
し
、
１
９
７

３
年
に
生
産
が
始
ま
り
ま
し
た
。

名
古
屋
コ
ー
チ
ン
、
薩
摩
地
鶏
と

と
も
に
、
日
本
三
大
地
鶏
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
酉
年
の
「
と
り
」
は
「
と
り
こ

む
」
と
い
う
言
葉
と
か
け
て
、
商

売
に
縁
起
の
良
い
年
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
酉
年
に
あ
や
か
り
、

市
内
の
店
舗
や
事
業
所
が
商
売
繁

盛
と
な
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
、
明
る
い
一
年
に
な
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

お
お
と
り

せ
き
し
ょ
く
や
け
い

に
わ
と
り 酉鶏

１
月
１
日　
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
／
元
旦
倉
ノ
山
登
山

　
　
２
日　
大
太
鼓
叩
き
初
め

　
　
７
日　
森
吉
山
樹
氷
観
賞（
〜
３
月
５
日
）

　
　
22
日　
市
民
ス
キ
ー
大
会

２
月
11
日　
も
ち
っ
こ
市（
〜
12
日
）

　
　
19
日　
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト
リ
ー
ト
in
あ
に

３
月
20
日　
万
灯
火

４
月
下
旬　
熊
牧
場
オ
ー
プ
ン（
〜
11
月
上
旬
）／
阿
仁

ス
キ
ー
場
春
ス
キ
ー
営
業（
４
月
土
休
日

〜
５
月
７
日
）
／
鷹
巣
中
央
公
園
桜
ま
つ

り（
〜
５
月
上
旬
）

５
月
３
日　
森
吉
山
山
開
き

６
月
１
日　
竜
ケ
森
山
開
き
／
太
平
湖
湖
水
開
き

　
　
４
日　
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り

　
　
上
旬　
阿
仁
ス
キ
ー
場
ゴ
ン
ド
ラ
運
行
《
花
の
百

名
山
》（
〜
10
月
下
旬
）

７
月
８
日　
米
代
川
花
火
大
会

　
　
14
日　
八
幡
宮
綴
子
神
社
例
大
祭（
〜
15
日
）

８
月
７
日　
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り

　
　
14
日　
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
・
ま
と
火
／
根
子
番
楽

　
　
15
日　
成
人
式
／
市
民
盆
踊
り
大
会

　
　
16
日　
阿
仁
の
花
火
と
灯
籠
流
し

　
　
下
旬　
民
俗
芸
能
大
会 

９
月
上
旬　
縄
文
ま
つ
り

　
　

10
日　
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り
／
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
秋
田
２
０
１
７
北
秋
田
市
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
交
流
大
会（
〜
11
日
）

　
　
24
日　

１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン

10
月
下
旬　
産
業
祭

11
月
上
旬　
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
／
文
化
祭

12
月
中
旬　
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
〜
２
月
上
旬
）

平
成
29
年
の
主
な
行
事
予
定

▲大勢の来場者でにぎわう合川ふるさとまつり ▲毎年、熱戦が繰り広げられる「市民スキー大会」

ま

と

び


